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令和７年度会津美里町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン

1 地域の作物作付の現状､地域が抱える課題

会津美里町は､北部に広がる平野部と南部を覆う山間地からなり､肥沃な土壌の平野部は主とし

て水田として利用されている｡

耕土は植壌土を呈し､北部にあっては砂土の分布をなし、地形や土壌の特性を生かし、水稲を中

心とし、キュウリ、トマト、アスパラガス等の園芸作物やリンゴ、ブドウ、身しらず柿、高田梅

などの果樹、さらにカスミソウやキクなどの花きなどによる複合経営が行われてきたが、農業従

事者の減少及び高齢化、後継者不足により農地の荒廃が増加しており、さらに１経営体あたりの

経営面積の増大傾向にあることから農地の集積集約を進め、生産基盤を維持するために多様な担

い手の確保・育成が急務となっている。

 これまで、本町では生産調整の主な取組として飼料用米への作付けを進めてきたが、令和６年

産以降、飼料用米において一般品種の交付単価が段階的に削減されたことで、令和４年産時 150ha

作付があったものが、令和６年産で 56ha と大きく減少しているところである。また、土地利用

型作物の主力として、そばの作付けを推進してきたが中山間地域の水田では、湿害や鳥獣による

被害が拡大し収量及び品質の低下が懸念されているところである。

加えて、近年の記録的な高温・渇水により、白未熟粒の発生がみられ、例年 95％程度であった

１等米比率が 89％程度に下落し農業所得の低下や、さらに国際情勢の不安定化による生産資材の

高騰により生産意欲の低迷など、本町における水田農業経営を取り巻く環境は厳しい状況にある。

 そのためこれらの現状と課題を解決するべく､水田農業においては主食用米のみに依存するこ

となく､加工用米､飼料用米､新市場開拓向けの輸出用米の取組みを地域一体となって推進し、土

地利用型作物の｢麦｣｢大豆｣｢そば｣「飼料用作物」や「園芸作物」「果樹」「花き」について推進し

ていく｡

さらに、単収の向上や生産ｺｽﾄの低減などの収益力向上や農地の集積集約化やスマート農業の

推進により効率性や生産性の向上に向けた取組みを推進していく｡

2 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力
強化に向けた産地としての取組方針･目標

(1)適地適作の推進

   主食用米に依存しない水田の活用に向けては､適地適作の推進が必要である｡こうした中､非

主食用米は主食用米からの作付転換が容易で､需要に応じた弾力的な作付が可能なことから今後

も転作作物の中心として作付面積の拡大を推進していく｡

   また､非主食用米の取組みにとどまらず､土地利用型作物の｢麦｣｢大豆｣｢そば｣「飼料用作物」

については､排水対策等を行い､栽培に適したほ場にすることが重要である｡

高収益作物については、地域毎のほ場条件や地域の需要に合った生産推進を図るため、地域振

興作物拡大助成により、作付拡大を目指す。

(2)収益性･付加価値の向上

   ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ･ｷｭｳﾘ･ﾄﾏﾄ(ﾐﾆﾄﾏﾄ含む)･ｻﾔｲﾝｹﾞﾝ･ﾈｷﾞ･ｷｸ･ｶｽﾐｿｳの主要作物の作付け推進を図る｡あわせ

て､主要作物以外の作物についても作付けを推進することで､農業者の収益安定化を図る｡



- 2 - 

(3)生産ｺｽﾄの低減

   作物に応じて、単収の向上や低ｺｽﾄ生産技術の導入､生産農地の団地化(集積･集約化)による作

業の効率化や省力化が重要であるため､多収品種と多肥栽培を組み合わせた多収栽培技術､ICTの

活用等､様々な生産技術の普及を図る。

3 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針･目標

(1)地域の農地の在り方

水田における高収益作物等の作付の推進を図り､団地化が図られるほ場については畑地化

  を進める｡

(2)水田の利用状況の点検方針･点検結果を踏まえた対応方法

毎年、水田の利用状況の確認を実施しているが、作付体系が数年以上畑作物の田が多い。今

後、生産者の労働力に合わせた対応が必要であるため、水田のまま維持するのか畑地化するの

か生産者に意向調査を実施し、水稲（水張り）を組み入れない意向がある生産者へは、畑地化

支援を活用し、畑地化への転換を誘導し、効率的に有効利用を促していく。

水稲を中心とした作付け体系は維持しつつ、転換を進めるにあたっては、将来にわたって連

作障害を回避し、安定した収量を確保できるよう地域ぐるみのブロックローテーションにより

高収益作物や転換作物等の作付け体系の構築に取組み、水田の有効利用に努める。

4 作物ごとの取組方針等

(1)主食用米

生産数量(面積)の目安及び集荷団体が策定する販売計画をもとに､適切な作付面積を確保し､

需要に応じて環境に配慮した安全･安心な米づくりを推進する｡

 また、「天のつぶ」、「里山のつぶ」への品種転換を進め、担い手への農地集約等も含めたコス

ト削減に取り組み、事前契約による安定的な需要確保を図る。

  さらに、直播栽培等の低ｺｽﾄ生産技術の導入や､ﾆｰｽﾞに対応した品種の作付け誘導により､生産

性の向上に努める｡

(2)備蓄米

水田として活用しながら需給調整が図れることから､集荷団体と連携を図りながら需要に応

じて取り組みを推進する｡

※備蓄米については、令和７年産米の備蓄米に関する政府買入の動向を踏まえ、主食用米及

び非主食用米等へ変更する場合がある。

(3)非主食用米

  ｱ 飼料用米

    主食用米の需要減少が見込まれる中､令和 7年産においても作付転換の中心として位置付け、

需要増加が見込まれる飼料用米の生産拡大に向け､収益性を高めるため､ほ場の集約化とともに､

産地交付金を活用することにより、多収品種や直播栽培、農薬の低減等の低ｺｽﾄ生産等の取組み

を支援し､主食用米から飼料用米への転換の定着を図ることにより作付拡大を目指す｡

 また、大規模生産者・集落営農組織を中心に令和 7年産以降の多収品種による生産を推進す

る。

  ｲ 米粉用米

該当なし
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  ｳ 新市場開拓用米

    諸外国における輸入規制の解除や風評の払拭につながる米の輸出促進に向け､コメ新市場開拓

等促進事業及び産地交付金を活用し､多収品種や直播栽培､農薬の低減等の低ｺｽﾄ生産等の取組み

を支援し､主食用米から新市場開拓用米への転換の定着を図ることにより作付拡大を目指す｡

  ｴ WCS用稲

該当なし

  ｵ 加工用米

    需要と結びついた加工用米の安定生産を目指し、地域流通加工用米や複数年契約の取り組み

を支援するため、コメ新市場開拓等促進事業及び産地交付金を活用する。

(4)麦､大豆､飼料作物

土地利用型作物である麦・大豆は、水田輪作体系における重要は戦略作物であり、収量・品

質の向上を図るため、ブロックローテーションの導入、適地適作及び排水対策の基本栽培技術

を徹底するなど、市町村・関係団体が一丸となって産地支援を行うとともに、実需者ニーズに

的確に対応するため需要に応じた品種の生産を推進する。

麦については､産地交付金を活用して､生産組織等による団地化･集約化を図り､排水対策に取

組み作付拡大を目指す

大豆については､国産大豆需要の高まりの中で､良品質の生産に努めるため､産地交付金を活

用して､排水条件の改善により一層の生産性向上に取組み､単収及び品質の向上を図る｡

飼料用作物については､気象条件や栽培品種の生育特性を充分考慮し､安全･安心な飼料供給

体制の構築を進める。

(5)そば､なたね

   地域の実需者との出荷契約に基づき､作付面積の拡大を進める｡

そばについては、湿害を受けやすいことから、排水条件が良い水田を選定するなど適地栽培

を進める必要がある。

また､栽培期間が短期間であり、比較的取組みやすい品目であるが、近年まれにみる高温障

害により産地全体が品質・収量に大きく影響を受けた。気象に左右されやすい作物であるた

め、安定的な生産が課題となっている。このため、品質向上、収益力向上に向けた取り組みと

して二毛作助成を導入することで拡大を図るともに、作業の効率化及び担い手や集落営農組織

を中心にほ場の集積を行う｡

  なたねについては、該当なし。

(6)地力増進作物

圃場整備後の地力回復、また、小麦、大豆、そば等の連作障害回避を目的とした作物として位

置付けし、同一ほ場における安易な作付や連作の制限を図る。

(7)高収益作物

野菜、花きについて､地域毎のほ場条件や地域の需要に合った生産推進を図る｡更に､産地交付金

を活用し､地域振興作物としてｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ･ｷｭｳﾘ･ﾄﾏﾄ(ﾐﾆﾄﾏﾄ含む)･ｻﾔｲﾝｹﾞﾝ･ﾈｷﾞ･ｷｸ･ｶｽﾐｿｳ等の推進に

よる産地育成を目指す。その中でも特にｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ･ｷｭｳﾘを重点振興作物と位置づけ、一層の推進を

図る。

果樹については、会津地域でも有数の栽培面積を誇るところではあるが、高齢化、後継者不足

により、出荷量が低迷傾向にある。また近年では、雪害や高温障害により、さらに品質・収量に

大きく影響を受けたところではある。そのため、地域振興作物としてﾘﾝｺﾞ･ｶｷ･ﾓﾓ･ﾌﾞﾄﾞｳ･日本ﾅｼ、

ｳﾒ等の推進による産地育成を図り、継続的かつ安定的な生産販売の一助になるよう推進していく｡



５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

(合計)
うち

二毛作
(合計)

うち
二毛作

(合計)
うち

二毛作

2,410.01 0.00 2,335.00 0.00 2,200.00 0.00

296.16 0.00 375.00 0.00 350.00 0.00

56.35 0.00 25.00 0.00 55.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

17.98 0.00 20.97 0.00 30.00 0.00

0.53 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

2.73 0.00 2.48 0.00 50.00 0.00

29.82 0.00 30.00 0.00 35.00 0.00

19.68 0.00 20.00 0.00 25.00 0.00

1.59 0.00 1.60 0.00 1.77 0.00

・子実用とうもろこし 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

131.61 31.00 144.00 37.00 150.00 40.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

53.63 0.00 53.50 0.00 59.10 0.00

・野菜 19.38 0.00 22.50 0.00 26.10 0.00

　　アスパラガス 1.96 0.00 2.50 0.00 2.60 0.00

　　きゅうり 3.87 0.00 4.50 0.00 4.60 0.00

　　トマト 1.67 0.00 1.70 0.00 1.70 0.00

　　さやいんげん 0.98 0.00 1.00 0.00 1.20 0.00

　　ねぎ 0.55 0.00 0.80 0.00 1.10 0.00

　　その他野菜 10.35 0.00 12.00 0.00 13.30 0.00

・花き・花木 2.79 0.00 3.60 0.00 5.00 0.00

　　　宿根カスミソウ 1.08 0.00 1.60 0.00 2.60 0.00

　　　キク 1.34 0.00 1.40 0.00 1.40 0.00

　　　その他花き 0.37 0.00 0.60 0.00 1.00 0.00

・果樹 30.31 0.00 26.20 0.00 26.80 0.00

　　りんご 15.43 0.00 13.00 0.00 13.50 0.00

　　かき 2.51 0.00 2.00 0.00 2.00 0.00

　　もも 3.77 0.00 3.00 0.00 3.00 0.00

　　ぶどう 2.88 0.00 2.50 0.00 2.50 0.00

　　日本なし 1.62 0.00 1.50 0.00 1.50 0.00

　　うめ 0.99 0.00 1.00 0.00 1.00 0.00

　　その他果樹 3.11 0.00 3.20 0.00 3.30 0.00

・その他の高収益作物 1.15 0.00 1.20 0.00 1.20 0.00

　　薬用人参 1.15 0.00 1.20 0.00 1.20 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

36.54 0.00 47.90 0.00 56.30 0.00

その他

畑地化

高収益作物

麦

作物等

前年度作付面積等
当年度の

作付予定面積等

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

（６年度） （８年度）

5.8ha 7.2ha

（６年度） （８年度）

野菜　3.2ha
花き  2.4ha
果樹 27.2ha

野菜　4.0ha
花き  3.5ha
果樹　23,5ha

（６年度） （８年度）

1.21ha 1.00ha

（6年度） （８年度）

20.4ha
601㎏

103,000円/10a

5.0ha
625㎏

103,000円/10a

（6年度） （８年度）

35.6ha
624㎏

105,000円/10a

50.0ha
660kg

105,000円/10a

（６年度） （８年度）

0ha 30.0ha

（６年度） （８年度）

2.4ha 50.0ha

（６年度） （８年度）

131.6ha 150.0ha

（６年度） （８年度）

 麦 　29.8ha
大豆　19.6ha
そば 95.9ha
 計  145.3ha

 麦 　 35.0ha
大豆   25.0ha
そば　110.0ha
 計   145.0ha

担い手の受託
作付面積

 麦  　3.3ha
大豆 　5.1ha
そば　55.9ha
　計  64.3ha

 麦  　5.5ha
大豆  8.0ha
そば　58.0ha
　計 71.5ha

集積率 42.8% 49.3%

（６年度） （８年度）

31.0ha 40.0ha

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

10 そば（二毛作） そば助成（二毛作） 取組面積

8 そば（基幹作物） そば作付助成
取組面積（二毛作含

む）

9 麦・大豆・そば（基幹作物） 担い手集積支援助成

作付面積

6
新市場開拓用米（一般・多
収）（基幹作物）

新市場開拓用米助成 取組面積

7 加工用米（基幹作物） 加工用米助成 取組面積

4
飼料用米（一般品種）（基幹

作物）
飼料用米生産向上助成

（一般品種）

取組面積
10a当たりの単収

10a当たりの生産費

5
飼料用米（専用品種）（基幹

作物）
飼料用米生産向上助成

（専用品種）

取組面積
10a当たりの単収

10a当たりの生産費

2

【野菜】トマト、さやいんげ
ん、ねぎ（基幹作物）

【花き】宿根カスミソウ、キ
ク（基幹作物）

【果樹】りんご、かき、も
も、ぶどう、日本なし、うめ

（基幹作物）

地域振興作物助成（B
グループ）

作付面積

3

【野菜】アスパラガス、きゅ
うり、トマト、さやいんげ

ん、ねぎ（基幹作物）
【花き】宿根カスミソウ、キ

ク（基幹作物）
【果樹】りんご、かき、も

も、ぶどう、日本なし、うめ
（基幹作物）

地域振興作物拡大助成
新規の作付面積（延

べ）

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1
【野菜】アスパラガス、きゅ

うり（基幹作物）
地域振興作物助成（A

グループ）
作付面積



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：福島県

協議会名：会津美里町農業再生協議会

1 地域振興作物助成（Aグループ） 1 28,000 【野菜】アスパラガス、きゅうり 作付面積に応じて支援

2 地域振興作物助成（Bグループ） 1 20,000

【野菜】トマト、さやいんげん、ねぎ
【花き】宿根カスミソウ、キク

【果樹】りんご、かき、もも、ぶどう、日本なし、
うめ

作付面積に応じて支援

3 地域振興作物拡大助成 1 50,000

【野菜】アスパラガス、きゅうり、トマト、さやい
んげん、ねぎ

【花き】宿根カスミソウ、キク
【果樹】りんご、かき、もも、ぶどう、日本なし、

うめ

5a以上の作付け拡大面積に応じて支援

4 飼料用米生産向上助成（一般品種） 1 8,000 飼料用米（一般品種）
収量向上の取組、生産費低減の取組、共通の取組から複数
選択

5 飼料用米生産向上助成（専用品種） 1 12,000 飼料用米（専用品種）
収量向上の取組、生産費低減の取組、共通の取組から複数
選択

6 新市場開拓用米助成 1 10,000
新市場開拓用米（一般品種・多収品種）（基

幹作物）
高密度播種育苗栽培、プール育苗、作期分散、農業機械の
共同利用等

7 加工用米助成 1 10,000 加工用米（基幹作物）
高密度播種育苗栽培、プール育苗、作期分散、農業機械の
共同利用等

8 そば作付助成 1 5,000 そば（基幹作物）
排水対策、土壌診断結果に基づく適正施肥、適期播種、鳥
獣被害対策等

9 担い手集積支援助成 1 3,000 麦・大豆・そば（基幹作物） 排水対策（溝切り、明渠排水、暗渠排水、心土破砕等）

10 そば助成（二毛作） 2 2,000 そば（二毛作）
排水対策、土壌診断結果に基づく適正施肥、適期播種、鳥
獣被害対策等

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくださ
い。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。


